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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成　

年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お

１６

祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
政
並
び
に
市
議

会
に
対
し
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
に
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
、

１２

国
と
地
方
公
共
団
体
は
「
上
下
・
主
従
」
か
ら
「
対

等
・
協
力
」
の
関
係
に
な
り
ま
し
た
。
国
の
関
与
が

少
な
く
な
り
、
住
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
地
方
公

共
団
体
の
役
割
も
拡
大
・
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
少
子
・
高
齢
社
会
、
高
度
情
報
化
社
会
、

国
際
化
へ
の
対
応
な
ど
地
方
公
共
団
体
の
行
政
需
要
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
長
引
く
景
気
低
迷
な
ど
に

よ
る
経
済
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
財
源
不
足
は
深
刻
な
状

況
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

狛
江
市
で
は
、
第
二
小
学
校
と
第
七
小
学
校
の
統
合

問
題
等
、
次
代
を
担
う
児
童
・
生
徒
の
教
育
環
境
の
整

備
を
は
じ
め
、
行
政
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
た
な
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
狛
江

市
に
住
む
全
て
の
人
々
が
、
安
全
で
快
適
に
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
議
会
は
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聴
き
し
、
意

思
決
定
機
関
と
し
て
の
本
来
の
機
能
は
も
と
よ
り
、
政

策
提
案
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
さ
ら
に
議
会
の
改
革

に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

行
政
と
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
を
互
い
に
尊
重
し
、

協
力
・
連
携
し
て
市
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
一

層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

狛江市議会議長

白　井　　明

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
穏
や
か
な
正
月

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

イ
ラ
ク
派
兵
、
年
金
、
景
気
と
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、
不
安
を
感
じ
な
が
ら

年
を
越
さ
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
の
財
政
も
、
税
収
や
国
か
ら
の
交
付
金
の
落
ち

込
み
、「
三
位
一
体
の
改
革
」
な
ど
、
こ
れ
か
ら
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
も
と
で
も
、

第
３
次
行
財
政
改
革
を
推
進
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆

様
の
要
望
に
応
え
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
築
い
て
い
く

努
力
を
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
は
、
市
民
参
加
等
に
関
す
る
基
本
条
例
や
ま
ち

づ
く
り
条
例
の
制
定
、
障
害
者
福
祉
の
支
援
費
制
度
へ

の
円
滑
な
移
行
、
こ
ま
え
市
民
大
学
の
開
校
な
ど
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
４
月
か
ら
市
内
循
環
福
祉

バ
ス
運
行
の
目
途
も
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
成
果
は
皆
様
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
熱
意
や
ご
理

解
が
あ
っ
て
初
め
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
狛
江
の

市
民
パ
ワ
ー
の
力
強
さ
を
い
つ
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま

ち
」「
便
利
で
人
に
優
し
い
ま
ち
」「
青
少
年
の
健
や
か

な
成
長
を
育
む
ま
ち
」「
緑
豊
か
で
活
気
の
あ
る
ま
ち
」

「
市
民
が
主
人
公
と
し
て
輝
く
ま
ち
」
の
５
つ
を
柱
に
、

新
年
度
予
算
の
編
成
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
第
４
次
基
本
計
画
を
大
規
模
な
市
民
参
加
、
職
員
参

加
で
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
市
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
大

切
に
し
、
職
員
一
同
と
知
恵
を
出
し
合
い
、
議
会
と
連

携
し
な
が
ら
、
小
さ
く
と
も
輝
き
の
あ
る
ま
ち
を
め
ざ

し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
市
政
運
営
に
対
す
る
一
層
の
ご

支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

狛江市長

矢野　ゆたか

　上の絵は、昭和２７年ごろの多摩川五本松付近が描かれたも
ので、丸山永畝さんの作品です。
　丸山さんは、明治１９年に長野県で生まれ、昭和２５年から
亡くなるまでの１２年間、狛江にお住まいでした。
　左は現在の多摩川五本松付近の風景です。
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両
親
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気

療
養
中
な
ど
の
理
由
で
、
子
ど
も

の
面
倒
を
見
ら
れ
な
い
と
き
に
、

代
わ
っ
て
保
育
・
活
動
す
る
の
が

学
童
保
育
所
や
小
学
生
ク
ラ
ブ
で

す
。

　

学
童
保
育
所
の
入
所
の
対
象
は
、

小
学
校
に
在
学
す
る
３
年
生
以
下

の
児
童
で
、
時
間
は
放
課
後
か
ら

午
後
５
時
（
延
長
は
５
時　

分
）

４５

ま
で
で
す
が
、
春
夏
冬
の
休
み
の

時
は
一
日
保
育
と
な
り
ま
す
。
市

内
に
は
現
在
８
カ
所
の
市
立
学
童

保
育
所
が
あ
り
ま
す
。

　

小
学
生
ク
ラ
ブ
（
岩
戸
児
童
セ

ン
タ
ー
内
）
は
、
全
学
年
の
小
学

生
児
童
を
対
象
に
、
放
課
後
か
ら

午
後
７
時
ま
で
実
施
し
ま
す
。
春

夏
冬
の
休
み
の
時
は
一
日
の
活
動

と
な
り
ま
す
。学
童
保
育
所
入
所
・

小
学
生
ク
ラ
ブ
の
受
け
付
け
は
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

〔
受
付
期
間
〕
１
月　

日
�
か
ら

１９

　

日
�
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝

３０日
を
除
く
）

〔
受
付
場
所
〕
児
童
福
祉
課
（
午

前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時
ま

３０

で
）

〔
申
請
書
類
〕
�
入
所
（
会
）
申

請
書
�
児
童
台
帳
�
保
護
者
の
勤

務
証
明
書
（
こ
れ
ら
の
申
請
書
類

は
児
童
福
祉
課
、
各
学
童
保
育
所
、

各
保
育
園
・
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

で
配
布
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課
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広報こまえ　平成１６年（２００４年）１月１日　�

　

保
健
師
と
栄
養
士
が
、
健
康
や
食

事
な
ど
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
人
間
ド
ッ
ク
等
の
結
果
票

な
ど
が
あ
れ
ば
、
健
康
状
態
が
把
握

で
き
ま
す
の
で
、
持
参
く
だ
さ
い
。

〔
相
談
日
〕
１
月
８
日
�
・　

日
�

２２

午
前
９
時　

分
か
ら　

時　

分
ま
で

３０

１１

３０

〔
会
場
〕
市
役
所
２
階
フ
ロ
ア
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時　

１２

１０

３０

分
か
ら
受
け
付
け

〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル

〔
内
容
〕
式
典
は
午
前　

時
か
ら　

１１

１１

時　

分
ま
で
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は

３０
午
前　

時　

分
か
ら
午
後
２
時
ま
で

１１

３０

■
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

▽
ク
イ
ズ
バ
ト
ル
▽
大
人
の
お
年
玉

（
大
抽
選
会
）
▽
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

〔
対
象
〕
昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら

５８

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
狛

５９江
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
に
は

年
賀
は
が
き
で
通
知
し
ま
し
た
が
、

届
い
て
い
な
い
方
、
ま
た
、
狛
江
市

に
住
民
登
録
の
な
い
方
で
こ
の
成
人

式
に
参
加
を
希
望
す
る
方
お
よ
び
障

害
の
あ
る
方
で
付
き
添
い
の
必
要
な

方
は
、
社
会
教
育
課
ま
で
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
成
人
式
ま
で
の
間
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（h
ttp://w

w
w
.geocities.co

.jp/C
olleg

eL
ife-L
ou
n
g
e/24

11/

）
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

　

東
京
外
か
く
環
状
道
路
（
関
越
道

〜
東
名
高
速
間
）
の
周
辺
地
域
に
お

い
て
、
環
境
の
現
況
を
詳
細
に
把
握

し
、
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
よ

り
具
体
的
な
検
討
を
行
う
た
め
に
、

現
地
で
の
観
測
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
観
測
時
期
・
場
所
等
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
予
定
で
あ
り
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
大
気
質
関
係
（
四
季
ご
と
）

〔
観
測
時
期
〕
１
月
中
旬
か
ら

〔
観
測
内
容
〕
二
酸
化
窒
素
・
浮
遊

粒
子
状
物
質
等

〔
観
測
場
所
〕
第
四
中
学
校

■
地
質
・
地
下
水
関
係

〔
観
測
時
期
〕
１
月
上
旬
か
ら
地
質

調
査
、
２
月
上
旬
か
ら
地
下
水
観
測

〔
観
測
内
容
〕
地
質
・
地
下
水
位
・

湧
水
・
井
戸
調
査
・
野
川
流
量
調
査

等〔
観
測
場
所
〕
谷
戸
橋
公
園
・
イ
ル

カ
児
童
遊
園
・
は
な
も
も
児
童
遊
園

■
動
物
・
植
物
関
係
（
四
季
ご
と
）

〔
調
査
期
間
〕
１
月
中
旬
か
ら

〔
調
査
内
容
〕
動
物
の
生
息
・
植
物

の
生
育
・
生
態
系
等

〔
調
査
場
所
〕（
目
視
観
測
）
谷
戸
橋

公
園
・
み
つ
お
さ
児
童
公
園
・
野
川

周
辺

※
観
測
結
果
等
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp://w
w
w
.ktr.m

lit.g
o
.jp
/
g
aik
an
/

）・
外
か
ん

ジ
ャ
ー
ナ
ル
等
で
適
宜
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
外
か
く
環
状

道
路
調
査
事
務
所
�
０
１
２
０（　

）
３４

１
４
９
１
お
よ
び
計
画
課

第
２
・
４
木
曜
日
は
国
保
加

入
者
の
た
め
の
健
康
相
談

成
人
式
の
ご
案
内

東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
環

境
の
現
地
観
測
に
つ
い
て

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
さ
ら
に
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

city.kom
ae.tokyo.jp

）
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

毎
日
の
生
活
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、

利
用
し
や
す
く
な
っ
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
情
報
課

●文字を大きくしました

　すべての情報の文字サイズをこれまでよりも大きくし
ました。

●情報を７つの分類に整理しました

　必要とする情報にすばやくたどり着くことができるよ
うに、情報を内容ごとに整理し、分類しました。
▽ホーム　 会議の開催や広報こまえなどを紹介
▽届出と手続　子どもが生まれたときに必要な届出や手
続きを紹介
▽暮らしのガイド　市のサービスや制度を紹介
▽市のあらまし　市の計画や統計情報を紹介
▽市長室から　市長の公務日誌や交際費の支出状況を紹
介
▽市民参加のひろば　会議録や市民ボランティア活動を
紹介
▽教育委員会　教育に関する情報を紹介

●サイトマップを設けました

　市のサービスや施設
の利用案内、市の計画な
ど、さまざまな情報を一
覧で表示し、必要とする
情報がどこにあるのか
を確認できるサイトマッ
プを設けました。

▼

●情報公開制度

　市では、ホームページを利用した情報公開制度を実施して
います。この制度を利用すること
により、請求から公開の実施（公
開することができない情報もあり
ます） 、情報の入手をホームページ
ですべて行うことができます。

▼

▼

▼

平
成　

年
度
学
童
保
育
所
入
所
・　
　
　
　
　
　

１６

　
　
　
　
　
     　

小
学
生
ク
ラ
ブ
入
会
受
け
付
け

　

４
月
か
ら
第
一
小
学
校
内
に
お

い
て
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
（
学
童
ク
ラ
ブ
）
と
し
て
実
施

す
る
「
新
子
ど
も
フ
リ
ー
プ
レ
イ

放
課
後
ク
ラ
ブ
」
の
登
録
説
明
会

を
実
施
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
７
時

１３

か
ら

〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線

高
架
下
会
議
室

〔
対
象
〕
第
一
小
学
校
学
区
内
に

在
住
の
小
学
校
１
〜
３
年
生
児
童

の
保
護
者
等
で
、
放
課
後
や
学
校

休
業
期
間
中
そ
の
児
童
の
世
話
を

で
き
な
い
方

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課

新
子
ど
も
フ
リ
ー
プ
レ
イ　
 　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
 　

放
課
後
ク
ラ
ブ
登
録
説
明
会

 ■市内の学童保育所・小学生クラブ
定　員所　　　在　　　地名　　　称
５０人和泉本町４－７－５１上和泉地域センター内上和泉学童保育所
５０人猪方１－１１－２第三小学校校庭猪方学童保育所
５０人中和泉３－１２－６和泉児童館内和泉学童保育所
５０人和泉本町１－１４－３松原学童保育所
５０人中和泉４－１６－３根川地区センター２階根川学童保育所
５０人東野川１－６－３東野川学童保育所
５０人猪方３－１３－１猪方前原学童保育所
３５人和泉本町４－３－１第二小学校内上和泉学童保育所分室
２０人岩戸南３－１５－１岩戸小学生クラブ
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〔
日
時
〕
１
月　

日
�
受
付
時
間
は

１５

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年　

月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１２

１２

母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
受
付
時
間
は

１９

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分〔
会
場
〕

５０

５０

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
学

生
・
生
徒
を
除
く　

歳
以
上
の
特
に

１５

検
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
方
※
申

し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種
日
〕
１
月　
１９

日
�〔
判
定
お
よ
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
日
〕

１
月　

日
�
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ

２１

セ
ン
タ
ー
〔
受
付
時
間
〕
午
後
１
時

　

分
〜
２
時　

分
※
受
付
開
始
１
時

５０

５０

間
前
か
ら
健
康
課
で
整
理
券
を
配
布

〔
対
象
〕
生
後
３
〜　

カ
月
未
満
の

４８

乳
幼
児
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

予
診
票

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
１
時　

２０

３０

分
〜
４
時
※
受
付
時
間
は
１
時
〜
１

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

２０
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
赤
ち
ゃ

ん
の
飲
み
物
な
ど
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
１
月
７
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前
９
時　

１６

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
１
時　

１５

３０

分
〜
２
時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
科
目
〕
内
科
・
産
婦

人
科

〔
問
い
合
わ
せ
〕
医
師
会
事
務
所
�

（
３
４
８
８
）
２
２
６
７

■
狛
江
市
医
師
会
無
料
健
康
相
談

検
　
診

検
　
診�

検
　
診

検
　
診�

■
リ
ハ
ビ
リ
教
室

教
　
室

教
　
室�

教
　
室

教
　
室�

健
康
診
査

健
康
診
査�

健
康
診
査

健
康
診
査�

■
結
核
検
診
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
直
接
撮

影
）

健
康
相
談

健
康
相
談�

健
康
相
談

健
康
相
談�

休
日
診
療

　

時
間　
　
　

２４医
療
機
関
案
内

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診 
療 
日
〕
１
日
・
２
日
・
３
日
・

４
日
・　

日
・　

日
・　

日
・　

１１

１２

１８

２５

日〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:/

/w
w
w
.h
im
aw
ari.m

et

ro.tokyo.jp/

予
防
接
種

予
防
接
種�

予
防
接
種

予
防
接
種�

■
フ
ロ
ア
ー
・
出
張
健
康
相
談
〜
育

児
相
談
も
お
気
軽
に
〜

■
育
児
学
級

■
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種　
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都
内
の
私
立
の
高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
ま
た
は
専
修
学
校
高
等

課
程
（
３
年
制
課
程
）
に
入
学
す
る

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
学
校
が

入
学
支
度
金
を
お
貸
し
し
ま
す
。
�

東
京
都
私
学
財
団
の
支
援
に
よ
り
、

入
学
先
の
学
校
が
実
施
す
る
も
の
で

す
。
希
望
す
る
方
は
、
合
格
決
定
後

直
ち
に
入
学
す
る
学
校
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

〔
貸
付
条
件
〕
保
護
者
が
都
内
に
居

住
し
て
い
る
こ
と

〔
貸
付
額
〕　

万
円
（
無
利
子
）

２０

〔
返
還
〕
在
学
期
間
中
に
月
賦
、
半

年
賦
等
で
学
校
に
返
還

〔
問
い
合
わ
せ
〕
�
東
京
都
私
学
財

団
�
（
５
２
０
６
）
７
９
２
６

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

次
回
の
選
挙
か
ら
「
期
日
前
投
票
制

度
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

選
挙
は
、
選
挙
期
日
に
投
票
所
で

投
票
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
期
日

前
投
票
は
、
選
挙
期
日
前
で
あ
っ
て

も
投
票
用
紙
を
直
接
投
票
箱
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不
在
者
投
票

の
よ
う
に
、
投
票
用
紙
を
封
筒
に
入

れ
て
、
そ
れ
に
署
名
す
る
と
い
っ
た

手
続
き
が
不
要
に
な
り
、
投
票
が
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
投
票

　

従
来
の
不
在
者
投
票
の
う
ち
選
挙

人
名
簿
登
録
地
（
狛
江
市
）
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
行
う
投
票
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

■
投
票
の
対
象
者

▽
期
日
前
投
票
を
行
う
日
に
選
挙
権

の
あ
る
方

▽
選
挙
期
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
現

行
の
不
在
者
投
票
事
由
に
該
当
す
る

方
　

な
お
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
「
宣

誓
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

■
投
票
期
間
お
よ
び
時
間

▽
選
挙
の
公
示
日
（
告
示
日
）
の
翌

日
か
ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま
で

▽
時
間
は
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後

３０

８
時
ま
で

■
投
票
場
所

　

狛
江
市
役
所

■
従
来
の
不
在
者
投
票
対
象
者

　

不
在
者
投
票
事
由
に
該
当
す
る
次

の
方
は
、
従
来
の
不
在
者
投
票
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
市
外
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票

す
る
方

▽
不
在
者
投
票
施
設
と
し
て
指
定
さ

れ
た
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
院

（
所
）
し
て
い
る
方

▽
選
挙
期
日
に
は　

歳
に
な
る
が
、

２０

期
日
前
投
票
の
日
に
は　

歳
の
方

１９

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

▽
第
２
分
科
会

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
７
時
か

１３

ら〔
会
場
〕
３
０
４
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課

期
日
前
投
票
制
度
が
新
た
に

創
設
さ
れ
ま
し
た

■
３
歳
児
健
康
診
査

私
立
高
等
学
校
等
入
学
支
度

金
の
貸
付
（
平
成　

年
度
入

１６

学
者
分
）

�
第
７
回
狛
江
市
基
本
計
画
策
定
市

民
会
議

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時

１１

１０

か
ら

〔
会
場
〕
第
一
中
学
校
校
庭
（
雨

天
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
）

〔
内
容
〕
消
防
団
員
の
入
場
行
進
、

車
輌
パ
レ
ー
ド
、
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
操
法
に
よ
る
放
水
演
技
、
北

睦
第
二
区
五
番
組
に
よ
る
木
遣

（
き
や
り
）
と
纏
（
ま
と
い
）
の

演
技
等

※
出
初
式
に
先
立
ち
９
時　

分
ご

３０

ろ
か
ら
、
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
午
前
７
時　

分
３０

か
ら
１
分
間
、
市
内
各
消
防
団
器

具
置
場
の
サ
イ
レ
ン
を
団
員
召
集

の
た
め
鳴
ら
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

消　

防　

団　

出　

初　

式

　

教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
の
４

月
に
市
立
小
・
中
学
校
に
入
学
す

る
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
方
へ
、

入
学
式
の
日
時
と
就
学
先
を
指
定

し
た
就
学
通
知
書
を
１
月
中
旬
に

発
送
し
ま
す
。
通
知
書
が
届
か
な

か
っ
た
り
、　

月　

日
以
降
に
転

１２

２７

入
し
た
方
は
、
学
校
教
育
課
ま
で

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
立
・
私
立
の
学
校
に

入
学
す
る
方
は
、
そ
の
学
校
の
入

学
許
可
書
ま
た
は
承
諾
書
を
学
校

教
育
課
ま
で
提
出
く
だ
さ
い
。
す

で
に
提
出
済
み
の
方
に
は
就
学
通

知
書
を
発
送
し
ま
せ
ん
の
で
了
承

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
立
小
・
中
学
校
の
入

学
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
の
で
必
ず
出
席
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課

市
立
小
・
中
学
校
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
 
就
学
通
知
書
の
発
送
と
入
学
説
明
会

 ■入学説明会

日　 時学 校 名

午後２時３０分から２月１０日�第一小学校

午後２時から２月２７日�第二小学校 

午後２時から１月２０日�第三小学校

午後３時から２月１３日�第五小学校

午後２時から２月１６日�第六小学校

午後２時から２月２３日�第七小学校

午後２時から２月３日�和泉小学校

午後３時３０分から２月１０日�
第一中学校 午後１時３０分

　　　～３時２０分
授業公開・　　
　　体験授業

午後２時３０分から２月１７日�
第二中学校 午後１時３０分

　　　～２時２０分授業公開

午後２時３０分から１月３０日�
第三中学校 午後１時２５分

　　　～２時１５分授業公開

午後２時３０分から２月６日�
第四中学校 午後１時３０分

　　　～２時２０分授業公開



広報こまえ 平成１６年（２００４年）１月１日 �

　今年８月に実施しました市民意識調査の結果
がまとまりましたのでお知らせします。この意識
調査は市民の狛江市に対する思いや、これからの
まちづくりに対する考え方を把握し、より市民
ニーズに即した施策を進めていくことを目的に
実施したものです。
　今回の市民意識調査に際して、多くの方にご協
力をいただき、ありがとうございました。調査結
果は貴重なご意見として、市政に生かしていきま
す。また、報告書は図書館、各地域センター、市
役所４階企画調整課で閲覧することができます。
〔問い合わせ〕企画調整課

平成10年�

平成15年�

とても�
住みよい�

まあまあ�
住みよい� ふつう� やや�

住みにくい�
とても�
住みにくい� 無回答�

10.8� 43.7� 33.3� 10.4�

1.3� 0.6�

16.9� 49.0� 20.1� 11.3�

1.2�1.6�

単位：％�

◎住みよさ
～３分の２が住みよさを評価、
　　　　　　　　　　　５年前と比べ上昇～

　狛江市は住みよいと思うか尋ねたところ、「とて
も住みよい」が１６.９％、「まあまあ住みよい」が
４９.０％となり、約３分の２が住みよさを評価して
います。５年前の調査と比較すると「ふつう」が少
なくなり、「とても住みよい」「まあまあ住みよい」
が増えています。

◎生活環境
～下水道や自然、ごみなどの環境のよさ。一方、防犯への不満の高まりと、市政運営への不満～

　３１項目について「満足している」「どちらかといえば満足している」「どちらかといえば不満である」「不満
である」から選択していただきました。「満足している」「どちらかといえば満足している」を合わせた“満足”
の割合でみると「下水道の整備」（８５.１％）が一番高く、次いで「緑の保全や自然環境」（８１.６％） 、「ごみの処
理」（７８.７％）となりました。反対に「どちらかといえば不満である」「不満である」を合わせた“不満”の割
合でみると「防犯対策」（４９.０％）が一番高く、次いで「スポーツ・レクリエーション施設」（４５.３％） 、「市政
の透明度」（４１.６％）となりました。

■調査概要
〔対象〕市内在住で満２０
歳以上の市民２�５００人
〔有効回収数〕１�２０９
〔回収率〕４８.４％
〔回答者の性別〕
　男性４３.１％
　女性５６.３％
　無回答０.６％

■調査項目（９項目、２８問）
�日頃の暮らし
�市の現状と将来
�市民参加
�生活環境
�健康づくり
�福祉施策
�学習・文化
�青少年の健全育成
�市民サービス

下水道の整備� 85.1

緑の保全や�
自然環境�

ごみの処理�

住宅の日当たりや�
風通し�

近所づきあい�

81.6

78.7

73.3

72.9

0000 20 40 60 80 100

単位：％�

防犯対策�

スポーツ・�
レクリエー�
ション施設�

市政の透明度�

市の行財政改革�

学習・スポーツ等�
の講座・教室�

45.3

41.6

41.5

40.8

0 20 40 60 80 100

49.0

単位：％�

平成10年�

平成15年�

非常に�
関心がある�

ある程度�
関心がある��

あまり�
関心がない�

まったく�
関心がない� 無回答�

13.8� 57.9� 24.1�

2.8� 1.4�

15.1� 61.5� 19.7�

1.8�2.0�

単位：％�

◎市政への関心
～４人に３人が関心を持つ～

　狛江市の市政にどの程度関心を持っているか尋
ねたところ、「非常に関心がある」が１５.１％、「あ
る程度関心がある」が６１.５％となり、４人に３人
が関心を持っています。５年前の調査と比較する
と「あまり関心がない」が少なくなり、「非常に関
心がある」「ある程度関心がある」が増えています。

自然に恵まれたまち� 69.1

交通機関が便利なまち�

災害や犯罪のない�
安全なまち�

高齢になっても�
住み続けられる�
まち�

清潔なまち�

44.6

24.2

23.1

19.9

0 20 40 60 80

単位：％�

◎市のイメージ
～現在の自然に恵まれたまちのイメージに、将来は安全・安心を期待～

　現在の狛江市のイメージと将来そのようなまちに
なったらよいと思われるものを３つまで選んでいただ
いたところ、現在では「自然に恵まれたまち」（６９.１％）
が最も多く、次いで「交通機関が便利なまち」（４４.６％）
となりました。また、将来は「災害や犯罪のない安全な
まち」（４３.１％）が最も多く、次いで「高齢になっても
住み続けられるまち」（４２.８％）となりました。
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自然に恵まれたまち�

43.1

市民と行政が�
ともにつくるまち�

災害や犯罪のない�
安全なまち�

高齢になっても�
住み続けられる�
まち�

清潔なまち�

42.8

24.1

19.2

18.4

単位：％�

0 20 40 60 80

◆住みよさの比較

◆“不満”上位５項目◆“満足”上位５項目

◆市政への関心の比較 ◆現在あてはまるイメージ◆将来期待するイメージ
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狛
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市
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�　広報こまえ　平成１６年（２００４年）１月１日

◎分野別施策

　今後、狛江市はどのような施策に力を入れたらよいと思うか、「都市基盤」「生活環境」「保健福祉」「教育文化」「産業振興」「市民参
加・行政」の６つの分野別に５～１０の施策の中から、それぞれ２つまで選んでいただきました。それぞれの結果はグラフのとおりです
が、さらに全分野を合わせた中から、特に力を入れるべきと思うものを５つまで選んでいただいたところ、「防犯体制の充実」（３０.２％）
が最も多く、次いで「自然環境の保全」（２７.５％） 、「高齢者福祉対策」（２５.６％）となりました。

夜間や休日の�
窓口サービスの�
導入�

自宅での各種の�
申請や届け出�

各種の申請や�
届け出の際の�
時間短縮�

担当課案内・�
誘導の充実�

市職員の接遇の�
向上�

37.9

27.1

25.1

22.9

単位：％�

51.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

◎行政サービスの充実すべき点
～夜間・休日の窓口サービスや自宅での各種手続きなど、
　　　　　　　　　　市民生活の多様化に対応した体制を～
　行政サービスを利用する際、どのようなこ
とをより充実したらよいと思うか２つまで
選んでいただいたところ、「夜間や休日の窓
口サービスを導入する」（５１.５％）が最も多
く、次いで「各種の申請や
届け出の時間を短縮する」
（２７.１％） 、「担当課がすぐわ
かるよう案内・誘導を充実
する」（２５.１％）となりまし
た。

◆都市基盤

自然環境�
の保全�

道路の整備�

公園・広場�
の整備�

40.1

31.2

単位：％�

0 10 20 30 40 50 60

55.4
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社会ルール等を�
守る教育の推進�

家庭における�
教育の充実�

子どもたちの�
ボランティア活�
動への参加促進�

子どもたちが�
学校外で集まれ�
る場の確保�

暴力、薬物防止�
等の情報提供の�
充実�

41.9

36.1

34.9

26.0

単位：％�

60.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80

◎子どもたちの健全育成
～社会のルールを守る教育、
　　　　　　　　　　家庭教育の充実を～
　子どもたちを安全で健全に育成していく
ためには、市はどのようなことに力を入れた
らよいと思うか３つまで選んでいただいた
ところ、「子どもたちへの社会ルールや決ま
りを守る教育を推進する」（６０.２％）が最も
多く、次いで「家庭における教育を充実する」
（４１.９％） 、「子どもたちのボランティア活動
への参加を促進する」（３６.１％）となりまし
た。

体験型学習機会�
を設ける�

講座等の時間帯�
の拡充�

芸術に触れる�
機会の充実�

図書館の図書・�
資料等の充実�

初級から上級�
までの継続的な�
学習�

31.2

25.2

23.3

21.3

単位：％�

31.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

◎生涯学習環境
～体験的活動機会や講座等の時間帯の拡充など、
　                  気軽に参加できる環境づくりを～
　市民が生涯にわたり学び続ける環境を
つくるためには、市はどのようなことに
力を入れたらよいと思うか３つまで選ん
でいただいたところ、「体験的に参加でき
る学習機会を設ける」「平日の夜間や土
曜・日曜など講座等の時間帯を拡充する」
が３０％強で多く、次いで「さまざまな芸
術に触れる機会を充実する」（２５.２％）と
なりました。

高齢者が気軽に�
集まれる場等の�
提供�

在宅福祉サービ�
スの充実�

道路や建物の�
施設・設備の�
改善�
シルバー人材�
センターへの�
支援充実�

老人ホームなど�
の施設の充実�

30.4

26.7

26.3

23.7

単位：％�

33.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

◎高齢社会対策
～気軽に集まれる場、在宅サービス、
　　　バリアフリー、就業機会など幅広い施策を～

　狛江市においても高齢化が進んでいます
が、市の高齢社会対策としてどのようなこと
に力を入れたらよいと思うか３つまで選ん
でいただいたところ、「高齢者が気軽に集ま
れる場や機会を提供する」（３３.９％） 、「ホー
ムヘルプサービスなど在宅福祉サービスを
充実する」（３０.４％） 、「高齢者でも利用しや
すいよう、道路や建物の施設・設備を改善す
る」（２６.７％）と差がなくあげられています。

食生活などに�
気をつける�

定期的に健康�
診査を受ける�

簡単な体力づくり�
を心がける�

散歩やジョギング�
をする�

かかりつけの�
お医者さんが�
いる�

44.1

35.2

33.7

33.4

単位：％�

79.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

◎市民の健康づくりの取り組み
～８割の人が食生活に気をつけている～

　市民自身が健康のために取り組んでいる
ことを尋ねたところ、「食生活などに気をつ
ける」が７９.３％と多く、差が開いて「定期的
に健康診査を受ける」（４４.１％） 、「簡単な体
力づくりを心がける」
（３５.２％）となりました。

緑や河川など�
自然環境の保全�

ごみ・たばこの�
ポイ捨て防止の�
徹底�

ごみの減量化・�
資源化の推進�

学校での環境�
教育の充実�

地域の緑化や�
河川清掃活動�

36.5

28.2

26.2

23.2

単位：％�

45.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

◎よりよい環境づくり
～自然環境の保全と
　ごみのポイ捨て防止、資源化の推進を～

　よりよい環境づくりを図るため、市は
どのようなことに力を入れたらよいと思
うか３つまで選んでいただいたところ、
「緑や河川など自然環境の保全を図る」
（４５.３％）が一番多く、次いで「ごみ・
たばこのポイ捨ての防止を徹底する」
（３６.５％） 、「ごみの減量化・資源化を推
進する」（２８.２％）となりました。

◆生活環境

防犯体制�
の充実�

環境汚染�
の防止�

ごみ処理�
の充実�

47.6

35.4

単位：％�

0 10 20 30 40 50 60

60.4

◆保健福祉

高齢者�
福祉対策�

医療施設�
の充実�

健康診査�
など保健�
活動�

45.2

41.6

単位：％�

0 10 20 30 40 50 60

57.7

◆教育文化

青少年の�
健全育成�

図書館など�
学習施設の�
整備�

小・中学校�
教育の充実�

31.4

25.7

単位：％�

31.8

0 10 20 30 40 50 60

◆産業振興

消費者ニーズ�
に対応した�
商店街振興�

市民と農業�
の交流機会�
の充実�

消費者保護�
対策の充実�

39.0

25.0

単位：％�

0 10 20 30 40 50 60

56.3

◆市民参加・行政

個人情報�
保護の徹底�

地域センター�
など地域の�
施設の整備�

窓口サービス�
の充実�

23.8

20.7

単位：％�

36.4

0� 10� 20� 30� 40� 50� 60�

◆最重点施策

防犯体制の充実�

自然環境の保全�

高齢者福祉対策�

個人情報保護の�
徹底�

環境汚染の防止� 18.5

27.5

25.6

21.0

30.2

0 10 20 30

単位：％�
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缶
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー〔
参
加
費
〕

１
５
０
円
〔
持
ち
物
〕
古
ス
カ
ー
ト

（
ズ
ボ
ン
・
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
で
も
可
）・

裁
ち
ば
さ
み
・
紙
ば

さ
み
・
ミ
シ
ン
糸
・

裁
縫
道
具
・
も
の
さ
し
・
筆
記
用
具

〔
定
員
〕
両
日
と
も　

人
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
５
日

�
か
ら
清
掃
課
へ
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時　

２１

１０

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
ビ
ン
・
缶

１１

３０

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時
〜

１１

１０

午
後
１
時
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
講

２０

師
〕
林
陽
（
リ
ン
・
ヤ
ン
）
さ
ん

〔
参
加
費
〕
５
０
０
円
〔
メ
ニ
ュ
ー
〕

金
と
銀
の
水
餃
子
（
ヘ
ル
シ
ー
餃
子
） 、

鶏
肉
と
胡
桃
と
ク
コ
の
実
の
炒
め
物

（
体
力
増
進
） 、
蓮
根
の
オ
レ
ン
ジ

ジ
ュ
ー
ス
（
咳
止
め
と
疲
労
回
復
）

デ
ザ
ー
ト
は
蓮
の
実
・
竜
眼
（
冷
え

症
）〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ
ン
・
手
ふ
き

タ
オ
ル
・
三
角
巾
・
ふ
き
ん

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
日

�
午
前
９
時
か
ら
岩
戸
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
８
）
７
０
４
０
へ
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
正
午
開
場
・

２４

午
後
１
時　

分
開
演
〔
会
場
〕
エ
コ

３０

ル
マ
ホ
ー
ル
〔
参
加
費
〕
７
０
０
円

（
当
日
８
０
０
円
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕東
京
第
二
友
の
会
・

狛
江
方
面
・
永
井
�
（
３
４
８
９
）

８
１
７
２

■
児
童
行
事
実
技
講
座
「
布
の
絵
本

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
〜
手
作
り
布

の
絵
本
実
践
講
座
〜　
〔
日
時
〕１
月

　

日
・
２
月
４
日
・　

日
・　

日

２８

１８

２５

（
各
水
曜
日
）午
前　

時
〜
正
午〔
会

１０

場
〕
中
央
公
民
館
〔
定
員
〕　

人
３０

〔
講
師
〕
渡
辺
順
子
さ
ん
（
す
ず
ら

ん
文
庫
主
宰
）〔
費
用
〕
２
１
０
円

〔
申
し
込
み
〕
１
月
５
日
�
か
ら

※
作
品
は
中
央
図
書
館
の
資
料
と
し

ま
す
。

■
子
ど
も
お
は
な
し
会　
　

日
・　

１４

２１

日
・　

日
（
各
水
曜
日
）
午
後
３
時

２８

　

分
か
ら
（
４
歳
以
上
の
子
ど
も
）

３０■
親
子
で
楽
し
む
お
は
な
し
会　

８

日
・　

日
（
各
木
曜
日
）〔
０
〜
１
歳

２２
の
子
ど
も
と
保
護
者
〕
午
前　

時　
１０

３０

分
〜　

時　

分
〔
２
〜
３
歳
の
子
ど

１０

４５

も
と
保
護
者
〕
午
前　

時
〜　

時　

１１

１１

２０

分

▽
元
日
開
園
午
前
９
時　

分
〜
午
後

３０

４
時　

分
〔
内
容
〕
福
笑
い
、
か
る

３０

た
、
羽
根
つ
き
な
ど
昔
の
遊
び
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
午
後
に
駒
井
は
や

し
保
存
会
の
お
囃
子
・
獅
子
舞
・
踊

り
が
あ
り
ま
す
。

▽
「
繭
玉
飾
り
を
作
ろ
う
」　

日
�

１０

午
後
１
時　

分
〜
４
時
〔
定
員
〕　

３０

３０

人
〔
内
容
〕
昔
、
狛
江
で
養
蚕
が
盛

ん
だ
っ
た
こ
ろ
に
作
ら
れ
た
繭
玉
を

作
り
ま
す
。

▽
大
笑
い
腹
話
術
「
キ
ン
ガ
シ
ン
ネ

ン
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
」　

日
�
午
前　

１１

１０

時　

分
〜　

時　

分
〔
出
演
〕
狛
江

３０

１１

３０

チ
ャ
タ
リ
ッ
ク

▽
「
鏡
開
き
、
お
汁
粉
を
食
べ
よ
う
」

　

日
�
正
午
ご
ろ
か
ら
〔
定
員
〕
先

１１着
１
０
０
人
（
な
く
な
り
次
第
終

了
）〔
参
加
費
〕
１
０
０
円

※
定
員
の
あ
る
行
事
は
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
む
い

か
ら
民
家
園
�
（
３
４
８
９
）
８
９

８
１
（
２
日
�
〜
４
日
�
、
水
・
木

曜
日
は
休
園
）
へ
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１０

４
時
〔
対
象
〕
小
学
校
４
年
生
〜
高

校
生
〔
定
員
〕　

人
〔
指
導
者
〕
坂

２０

本
安
正
さ
ん
・

井
上
孝
さ
ん

〔
問
い
合
わ
せ
〕
西
河
原
公
民
館
�

（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時　

１７

１０

３０

分
開
演
〔
定
員
〕
１
０
０
人
〔
出
演
〕

井
澤
道
夫
さ
ん
（
狛
江
腹
話
術
愛
好

会
代
表
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
５
日

�
か
ら
野
川
地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３

４
８
０
）
２
２
１
１
へ
。

■
新
春
こ
ど
も
の
集
い
「
腹
話
術
っ

て
な
ぁ
〜
に
」
〜
人
形
と
お
し
ゃ
べ

り
し
よ
う
〜

■
１
月
の
古
民
家
園

■
遊
び
の
会

■
平
成　

年
ど
ん
ど
焼
祭

１６

■
子
育
て
支
援
講
座
〜
子
ど
も
と
の

接
し
方
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
〜

狛
江
市
文
化
振
興
事
業
団
�
（
３
４
３
０
）
４
１
０
６

　エコルマホール窓口でのチケットの取り扱いは午前９時から午
後５時まで（電話予約でも取り扱っています） 。チケットぴあ、
ミュージックショップ森のうた、小田急ＯＸ狛江店宝くじ売場でも
チケットを取り扱っています。

好評発売中

■小林　桂（ジャズボーカル）＋スーパー
クインテット
若手ジャズプレイヤーでは、人気＆実力ナン
バーワン！春の宵、優しく甘いひとときをお
楽しみください。
３月１３日�　午後６時開演
全席指定　４,０００円
※未就学児は遠慮ください。

■
百
人
一
首
を
楽
し
む
会

■飯守泰次郎指揮／東京シティ・フィルハーモニック
管弦楽団

ベートーベンの傑作「田園＆運命」を
生き生きと鮮やかに！開演前の指揮者の
お話もお楽しみください。
２月１日�　午後３時開演
全席指定　３,５００円
※未就学児は遠慮ください。

■民謡　原田直之
民謡を全国に広めた最大の功労者
「ふるさとの唄」をじっくりとお楽しみく
ださい !! 日本の「こころ」が息づいていま
す。
２月１４日�　午後３時開演
全席指定　３,０００円
※未就学児は遠慮ください。

■
「
狛
江
水
辺
の
楽
校
」
１
月
行
事

セ
ミ
ナ
ー�

■
講
演
「
青
木
玉
さ
ん
を
迎
え
て　

生
活
の
中
で
文
化
を
は
ぐ
く
み
伝
え

て
い
く
こ
とー

幸
田
家
四
代
の
ゆ
ず

りー

」

図
書
館�

�

■
第　

回
狛
江
多
摩
川
ロ
ー
ド
レ
ー

３４

ス
大
会

■
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

■
古
布
再
生
〜
帽
子
を
つ
く
ろ
う
〜

広報こまえ　平成１６年（２００４年）１月１日　�

�
催
　
し�

�

◎
中
央
図
書
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

お
知
ら
せ�

 ■遊びの会３学期の予定
備　考内　容会　場時　間活 動 日

障害児のみ音楽とゲーム

第一小学校
いずみ学級
プレイルーム

午前１０時～

１１時３０分

１月１０日�

合同

 ▽ 劇団スープによ
る人形劇　　　
・「ねずみの家族よ
り父さんの夢・ 
サーカス」
 ▽ ボードビル
・カリブの祭り
・ねこねこねこ
・ねずみとチーズ

１月２４日�

障害児のみ調理２月１４日�
合同工作２月２８日�

障害児のみお出かけ３月２０日�

■
薬
膳
料
理
教
室

■
生
ご
み
堆
肥
化
相
談
会

エコルマホール主催公演



�　広報こまえ　平成１６年（２００４年）１月１日

申 し 込 み 等　 相 談 員　　 開 催 日 と 時 間　相 談 名

事前予約制。相談日の１週
間前から産業生活課で受け
付け

弁 護 士毎週月・木曜日　午前９時～正午法 律 相 談

カ ウ ン セ ラ ー７日・２１日の各水曜日
午前９時～正午

カ ウ ン セ リ ン グ
・ 心 の 相 談

国民生活金融公庫職員

商 工 会 経 営 指 導 員
９日�　午前１０時～１１時５０分創 業 相 談

建 築 士１４日�　午後１時～４時住 宅 相 談

事前予約制。産業生活課で受け付け
OA 機器メーカー SE など９日�　午後１時～５時パ ソ コ ン 相 談

カ ウ ン セ ラ ー２８日�　午前９時～正午女性悩みごと相談

午後１時から産業生活課で受
け付け。定員６人
※夜間相談は事前予約制

交 通 事 故 相 談 員６日・２０日の各火曜日　午後１時～４時交 通 事 故 相 談

宅地建物取引業協会今月はお休みです。不 動 産 取 引 相 談

司法書士会調布支部
今月はお休みです。

登 記 相 談
夜間相談　２６日�　午後６時～８時

人 権 擁 護 委 員１５日�　午後１時～４時人 権 身 の 上 相 談

行 政 相 談 委 員１６日�　午後１時～４時行 政 相 談

土地家屋調査士会２２日�　午後１時～４時土 地 家 屋 調 査
測 量 登 記 相 談

行 政 書 士 会
調 布 支 部

６日・２０日の各火曜日 午後１時～４時相 続 等 暮 ら し の
書 類 作 成 相 談夜間相談　１３日�　午後６時～８時

元 金 融 ・ 生 命 保 険

事 務 経 験 者
５日�　午後１時～４時

ラ イ フ プ ラ ン

総 合 相 談

事前予約制。産業生活課で受け付け東京税理士会武蔵府中支部８日�　午後１時～４時
税 務 相 談 会場は同支部（エクレール調

布３階�０４２４-８８-５５５０）東京税理士会武蔵府中支部
毎週木曜日　午前１０時～正午
　　　　　　 午後１時～４時

産業生活課（受付午後３時まで）消 費 生 活 相 談 員毎週月・水・木・金曜日　午前１０時～午後４時消 費 生 活 相 談

２階第１市民相談室三軒茶屋高年齢者
就 業 相 談 所毎月第２火曜日　午後１時～４時高 年 齢 者

し ご と 相 談

２階第１市民相談室保 護 司２８日�　午前１０時～午後３時更 生 保 護 相 談

福祉総合相談窓口

手 話 通 訳 士毎月第２水曜日　午前９時～正午聴 覚 障 害 者 相 談

母 子 自 立 支 援 員月～金　午前９時～午後４時母 子 ・ 女 性 相 談

介 護 保 険 苦 情 相 談 員毎週火・木・金曜日　午後１時～４時介護保険苦情相談

市教育相談室（第二小学校
内）へ。幼児から中学生教 育 相 談 員月～金　午前９時～午後４時３０分教 育 相 談

�３４３０-１４１１教 育 相 談 員月～金　午前９時～午後４時親と子の電話相談

直接保険年金課へ社 会 保 険 労 務 士毎週金曜日　午前９時～午後５時年 金 相 談

狛江市シルバー人材センター 電話予約制�３４８８-６７３５毎月第３月曜日　午後１時３０分高年齢者就業説明相談

収納課（市役所２階８番窓口）月～金　午前８時３０分～午後５時市 税 納 税 相 談

１ 月 の 市 民 相 談

生活相
談

Q & A

�
携
帯
電
話
の
出
会
い
系
サ
イ

ト
利
用
料
の
高
額
な
請
求
が

メ
ー
ル
で
来
ま
し
た
。
ま
っ
た
く
使
っ

た
覚
え
が
な
い
の
で
す
が
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　

代
男
性
）

２０

�
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
の
で

す
が
、
請
求
が
あ
ま
り
に
も
高
額
で
す
。

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（　

代
男
性
）

３０

メ
ー
ル
や
は
が
き
で
、
ア

ダ
ル
ト
系
サ
イ
ト
の
利
用
料
金

を
不
当
請
求
す
る
犯
罪
が
急
増
し
、
毎

回
の
よ
う
に
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
高
額
な
延
滞
金
や
回
収
料
金
が
加

算
さ
れ
て
い
た
り
、
自
宅
ま
で
回
収
に

行
く
と
書
い
て
あ
っ
た
り
す
る
の
で
、

関
わ
り
た
く
な
く
て
振
り
込
ん
で
し
ま

う
ケ
ー
ス
や
、
業
者
に
こ
ち
ら
か
ら
連

絡
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
電
話
番
号

が
知
ら
れ
て
執
拗
な
取
り
立
て
に
あ
う

ケ
ー
ス
も
多
い
の
で
す
が
、
利
用
し
た

覚
え
が
な
い
の
な
ら
、
料
金
を
支
払
う

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
連
絡
を
取
ら
な

い
で
放
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
方
、
実
際
に
利
用
し
た
サ
イ
ト
の

料
金
の
請
求
を
受
け
た
場
合
に
も
、
支

払
う
前
に
、
内
容
を
よ
く
確
か
め
て
く

だ
さ
い
。
利
用
料
金
に
高
額
な
延
滞
金

が
加
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

延
滞
金
は
消
費
者
契
約
法
で
上
限
が
年

　

・
６
％
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、 「
１
日

１４１
� 
０
０
０
円
」 な
ど
と
い
う
高
額
な

延
滞
金
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ  
ん
。

　

ま
た
、
債
権
回
収
業
者
を
名
乗
っ
て

請
求
が
来
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
正

式
に
債
権
が
譲
渡
さ
れ
て
い
る
か
確
認

が
で
き
な
い
の
で
、
支
払
う
場
合

は
明
細
を
き
ち
ん
と
確
認
し
た
う

え
で
、
利
用
し
た
サ
イ
ト
の
運
営

業
者
に
支
払
っ

て
く
だ
さ
い
。

〔
相
談
場
所
〕
市
役
所
２
階
消
費
生
活

相
談
コ
ー
ナ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

QA

気
を
つ
け
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

出
会
い
系
サ
イ
ト
の
料
金
請
求

消
　費

子
育
て�

�

　

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
書
が

く
る
と
い
う
「
不
当
請
求
」
な
ど

の
悪
質
商
法
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

１
月
よ
り
現
在
の
相
談
日
毎
週

月
・
水
・
金
曜
日
の
週
３
日
を
、

月
・
水
・
木
・
金
曜
日
の
週
４
日

に
拡
充
し
ま
す
。
相
談
時
間
は
午

前　

時
〜
午
後
４
時
（
受
け
付
け

１０
は
午
後
３
時
ま
で
）
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

〔日時〕１月１０日�午前１０
時・午後２時の２回上映
〔会場〕西河原公民館
〔入場料〕無料
〔問い合わせ〕西河原公民
館�（３４８０）３２０１

〜
親
を
な
く
し
た
五
羽
の
子
ス
ズ
メ
に
二
人
の
少
年
の
心
は
燃
え
た

〜

■
西
河
原
映
画
会　

「
こ
む
ぎ
い
ろ
の
天
使

」

■
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
の

相
談
日
を
拡
充
し
ま
す

■
西
河
原
お
は
な
し
会　

各
回
と
も

〔
会
場
〕
２
階
幼
児
室
〔
時
間
〕
午

後
３
時　

分
か
ら
▽
８
日
�〔
絵
本
〕

３０

だ
い
ふ
く
も
ち
〔
紙
芝
居
〕
あ
ん
も

ち
三
っ
つ
〔
工
作
〕
た
こ
▽　

日
�

１５

〔
絵
本
〕
さ
る
の
オ
ズ
ワ
ル
ド
〔
お

は
な
し
〕
さ
る
の
き
も
〔
折
り
紙
〕

さ
る
の
山
の
ぼ
り
▽　

日
�〔
絵
本
〕

２２

お
と
な
っ
て
じ
ぶ
ん
ば
か
り
ハ
ン
ド

ル
に
ぎ
っ
て
〔
絵
本
〕
と
ら
っ
く

〔
工
作
〕
ト
ラ
ッ
ク
▽　

日
�
〔
絵

２９

本
〕だ
い
く
と
お
に

ろ
く
〔
紙
芝
居
〕
お

に
に
さ
ら
わ
れ
た

あ
ね
こ
〔
工
作
〕
お

に
の
め
ん

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕　１６

日
�
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対
象
〕

３０

幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
〔
絵
本
〕
し

ず
く
の
ぼ
う
け
ん
〔
紙
し
ば
い
〕
お

む
す
び
こ
ろ
り
ん
〔
工
作
〕
お
り
が

み
だ
こ

■
ひ
ま
わ
り
の
集
い「
お
正
月
遊
び
」

〔
日
時
〕　

日
�
午
前　

時
か
ら〔
対

２２

１１

象
〕
乳
幼
児
親
子
〔
申
し
込
み
〕
５

日
�
か
ら

■
百
人
一
首
を
や
ろ
う　
〔
日
時
〕７

日
�
午
後
３
時
〜
４
時
〔
対
象
〕
小

学
生
（
参
加
自
由
）

■
も
ち
つ
き
大
会　
〔
日
時
〕　

日
�

１７

午
後
１
時
〜
３
時
〔
対
象
〕
小
学
生

以
上
〔
申
し
込
み
〕
７
日
�
か
ら

■
お
り
が
み
タ
イ
ム
「
こ
ま
」　
〔
日

時
〕　

日
�
午
後
３
時
〜
５
時
〔
対

１４

象
〕
小
学
生
〔
定
員
〕　

人
〔
申
し

１０

込
み
〕
５
日
�
か
ら

■
た
ん
ぽ
ぽ
の
集
い
「
ぺ
っ
た
ん

ぺ
っ
た
ん
お
も
ち
つ
き
」　
〔
日
時
〕

　

日
�
午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１７

１０

３０

１１

３０

〔
対
象
〕
乳
幼
児
親
子
〔
申
し
込
み
〕

７
日
�
か
ら

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕　

日
�
午
前

１５

　

時
〜　

時
（
雨
天
中
止
）

１０

１１

■
ま
ゆ
玉
飾
り
と
園
庭
開
放　
〔
日

時
〕　

日
�
午
前　

時
〜　

時

１５

１０

１１

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

◎
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

◎
西
河
原
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
和
泉
児
童
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

◎
狛
江
子
ど
も
の
家

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
２
３
１

◎
多
摩
川
保
育
園

　
　

�
０
４
２
４
（　

）
４
６
６
７

８３

訂　
　

正

　

平
成　

年　

月　

日
号
の
５

１５

１２

１５

面
で
掲
載
し
ま
し
た
、
一
般
会
計

予
算
執
行
済
額
の
内
訳
の
円
グ

ラ
フ
中
で
、
一
部
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

◎
（
歳
入
）
固
定
資
産
税

誤
「　

億
７
�
８
３
２
円
」

２１

　
　
　
　

←

正
「　

億
７
�
８
３
２
万
円
」

２１

〔
問
い
合
わ
せ
〕
財
政
課

駒井保育園



　広報こまえ　平成１６年（２００４年）１月１日　�

　

昭
和
前
期

　
　
　

お　

正　

月　
　
　

　

年
の
瀬
が
近
づ
く
と
、
し
め
縄
、

裏
白
、
譲
り
葉
な
ど
、
新
年
を
迎
え

る
た
め
に
必
要
な
も
の
を
買
う
た

め
に
、歳
の
市
に
出
か
け
た
。
特
に

十
五
日
と
十
六
日
に
は
、正
月
用
品

や
農
具
、
衣
料
品
、 
桶 
、

お
け 
笊 
、
ざ
る 
籠 
な
か
ご

ど
を
買
う
人
々
が
、朝
早
く
か
ら
ぼ

ろ
市
に
向
か
っ
て
世
田
谷
通
り
を

東
に
向
か
っ
た
。
ま
た
、二
十
五
日

の
布
多
天
神
社
の
暮
の
市
に
行
く

者
も
多
か
っ
た
が
、
し
め
縄
な
ど
、

自
分
の
田
で
育
て
た
稲
藁
を
使
っ

て
、
自
分
で
作
る
器
用
者
も
い
た
。

　

や
が
て
年
の
暮
れ
を
迎
え
た
と

き
、泉
龍
寺
の
池
や
明
静
院
の
前
な

ど
、湧
水
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
大
勢

の
主
婦
が
つ
め
か
け
て 
餅
米 
を

も
ち
ご
め

洗
っ
た
。な
に
し
ろ
大
量
の
米
を
洗

う
の
に
、寒
い
冬
で
も
十
三
度
と
い

う
温
か
く
て
、 清
冽 
な
清
水
が
湧
き

せ
い
れ
つ

出
て
い
る
か
ら
餅
米
を
洗
う
の
に

最
適
な
場
所
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

今
と
違
っ
て
、 餅 
は
正
月
の
貴
重

も
ち

な
保
存
食
品
だ
っ
た
か
ら
、ど
こ
の

家
で
も
た
く
さ
ん 
搗 
い
た
。

つ

　

だ
か
ら
餅
つ
き
は
家
族
総
出
で

行
っ
た
。火
を 
焚 
い
て
米
を

た

 
蒸 
す
人
、

む

 
杵 
で
搗
く
人
、
こ
ね
る
人
、
搗
き
上

き
ねが

っ
た
餅
を
の
す
人
な
ど
、大
勢
の

人
手
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
、時
に
は

近
所
の
人
や 
親
戚 
一
同
も
繰
り
出

し
ん
せ
き

し
て
、み
ん
な
で
互
い
に
搗
き
あ
っ

た
。

　

大
晦
日
に
は
そ
ば
や
う
ど
ん
を

食
べ
、一
日
の
仕
事
が
終
わ
ろ
う
と

す
る
頃
、静
か
に
泉
龍
寺
の
鐘
が
聞

こ
え
て
く
る
。鐘
は
午
前
零
時
か
ら

鳴
り
始
め
る
。中
に
は
百
八
の
音
を

一
つ
一
つ
数
え
て
、過
不
足
な
い
か

と
確
認
し
な
が
ら
聞
い
て
い
る
人

も
い
た
。

　

夜
が
明
け
れ
ば
お
正
月
。 屠
蘇 
と

と

そ

 
雑
煮 
を
神
仏
に

ぞ
う
に

 
供 
え
た
あ
と
、家
族

そ
な

み
ん
な
で
「
お
め
で
と
う
」
と
言
い
、

屠
蘇
で
祝
い
、
雑
煮
を
食
べ
て
、
新

し
い
年
を
喜
び
あ
っ
た
。

　

日
頃
忙
し
い
農
家
は
三
が
日
は

休
み
で
あ
る
。
し
か
し
、牛
や
豚
を

飼
う
家
は
元
旦
早
々
か
ら
世
話
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。狛
江
村
誌

に
よ
る
と
、昭
和
十
年
の
豚
の
飼
育

頭
数
は
村
全
体
で
八
十
一
頭
、牛
四

十
一
頭
、
馬
六
頭
と
あ
る
。

　

子
供
た
ち
は
学
校
に
行
っ
て
お

正
月
の
儀
式
が
あ
っ
た
。体
育
館
な

ど
な
い
時
代
だ
っ
た
か
ら
、三
つ
の

教
室
の
境
を
取
り
払
っ
た
細
長
い

教
室
で
、校
長
先
生
の
話
を
聞
い
た
。

　

帰
る
頃
に
は
朝
日
も
上
り
、 霜
解 

し
も
ど

け
し
て
道
は
ぬ
か
る
み
だ
ら
け
で

あ
る
。ぬ
か
る
み
に
下
駄
を
と
ら
れ

て
足
を
泥
だ
ら
け
に
す
る
子
も
い

た
。

　

家
に
帰
れ
ば
カ
ル
タ
、 
双
六 
、

す
ご
ろ
く

羽
根
突
き
、 凧
揚 
げ
が
お
正
月
の
お

た
こ
あ

も
な
遊
び
だ
っ
た
。稲
を
刈
り
取
っ

た
あ
と
の
広
い
田
ん
ぼ
は
絶
好
の

凧
揚
げ
場
に
な
っ
て
、 畦 
の
上
に
並

あ
ぜ

ん
だ
大
勢
の
男
の
子
が
、北
風
を
背

に
凧
揚
げ
を 
競 
い
あ
っ
た
。当
時
の

き
そ

子
供
た
ち
は
、
自
分
で
竹
を 
削 
り
、

け
ず

骨
組
み
を
作
り
、
紙
を 
貼 
っ
て
、
う

は

な
り
を
つ
け
て 
豪
快 
に
揚
げ
た
。

ご
う
か
い

　

ま
た
、百
人
一
首
も
行
わ
れ
て
い

た
。

　

お
正
月
は
大
勢
の
客
を
迎
え
、家

族
そ
ろ
っ
て
他
家
を
訪
ね
る
こ
と

も
多
い
。そ
う
い
う
中
で
人
と
人
と

の
き
ず
な
を
強
く
し
、客
と
接
す
る

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
た
。

　

大
人
た
ち
に
と
っ
て
、親
し
い
人

と
の
語
ら
い
も
楽
し
み
の
一
つ

だ
っ
た
。
雨
戸
を
開
け
て
、冬
の
光

を
い
っ
ぱ
い
受
け
た
縁
側
に
座
っ

て
、お
茶
を
す
す
り
な
が
ら
話
に
花

を
咲
か
せ
た
。

　

空
気
が
き
れ
い
で
、冬
の
乾
燥
し

た
夜
空
は
き
れ
い
だ
っ
た
。オ
リ
オ

ン
座
や
カ
シ
オ
ペ
ア
ば
か
り
か
、ス

バ
ル
星
団
の
小
さ
な
星
の
一
つ
一

つ
ま
で
が 
煌
煌 
と
輝
い
て
い
た
。

こ
う
こ
う

　

お
正
月
は 
鎮
守
様 
へ
の
お
参
り

ち
ん
じ
ゅ
さ
ま

も
す
れ
ば
お
墓
参
り
も
し
た
。楽
し

さ
の
中
で
も
祖
先
を
敬
い
、自
然
を

 
崇
拝 
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

す
う
は
い

　

二
日
は
初
荷
で
あ
る
。年
末
に
収

穫
し
、荷
拵
え
し
て
お
い
た
野
菜
を

車
に
積
ん
で
出
荷
す
る
。中
に
は
白

菜
を
船
体
に
、 葱 
を
帆
柱
に
、 人
参
、

大
根
、小
松
菜
な
ど
色
と
り
ど
り
の

野
菜
で
飾
り
立
て
た
、大
き
な
舟
を

作
っ
て
出
荷
す
る
も
の
も
い
た
。

　

市
場
は
狛
江
に
も
、
調
布
に
も

あ
っ
た
が
、市
場
に
よ
っ
て
は
お
祝

儀
に
お
酒
が
振
舞
わ
れ
た
り
、手
ぬ

ぐ
い
が
配
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
。

　

ま
た
二
日
は
仕
事
は
じ
め
だ
っ

た
か
ら
、畑
の
土
を
い
じ
る
だ
け
で

も
い
い
、
縄
な
い
で
も
い
い
、
畑
や

土
間
で
ち
ょ
っ
と
だ
け
で
も
仕
事

の
真
似
事
を
し
た
。

　

七
日
は
七
草 
粥 
と
消
防
出
初
式

か
ゆ

で
あ
る
。七
草
粥
は
神
棚
や
仏
壇
に

供
え
て 
無
病
息
災 
を
祈
っ
た
あ
と
、

む
び
ょ
う
そ
く
さ
い

家
族
み
ん
な
で
食
べ
た
し
、出
初
式

で
は
団
員
の
服
装
や
器
具
の
点
検

を
行
っ
た
あ
と
、
放
水
を
行
い
、
災

害
に
対
す
る
準
備
万
端
を
整
え
た
。

　

そ
し
て
そ
の
頃
に
な
る
と
、野
良

仕
事
も
い
よ
い
よ
忙
し
く
な
る
。

　
 
井　

上　
　

孝　
　

　
　
 
（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
） 

新年あけましておめでとうございます新年あけましておめでとうございます

皆さんはどのようなお正月をお過ごしでしょうか。皆さんはどのようなお正月をお過ごしでしょうか。

時代とともに、お正月の様子も変わってきています。今回は、「今はむかし」特別編として、時代とともに、お正月の様子も変わってきています。今回は、「今はむかし」特別編として、

昔のお正月の風景を井上孝さん、昔のお正月の風景を井上孝さん、中島惠子中島惠子さんにご執筆いただきました。さんにご執筆いただきました。

　

ま
め
で
良
い
こ
と
菊
の
花

　

－

思
い
出
の
な
か
の
お
正
月－

　

こ
れ
は
、お
も
に
明
治
生
ま
れ
の

人
た
ち
に
以
前
か
ら
聞
い
て
き
た
、

正
月
行
事
の
な
か
の
い
く
つ
か
で

す
。
そ
れ
ら
の
し
き
た
り
は
、家
に

よ
っ
て
多
少
の
違
い
が
あ
り
、大
正

の
初
め
に
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た

も
の
、
戦
争
を
境
に
や
め
た
も
の
、

あ
る
い
は
生
業
や
住
居
な
ど
生
活

様
式
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
形
を

変
え
た
り
、や
め
た
り
し
た
行
事
も

あ
り
ま
す
。

　　

元
日
の
朝
、家
族
の
な
か
で
い
ち

ば
ん
だ
い
じ
な
役
目
を
い
ろ
い
ろ

つ
と
め
る
の
は
、
年
男
（
一
家
の
主

人
、
長
男
な
ど
）
で
し
た
。
ま
ず
、

ま
だ
暗
い
う
ち
に
井
戸
か
ら 
若
水 

わ
か
み
ず

を 
汲 
み
、雑
煮
の
支
度
か
ら
神
仏
へ

く
の
供
え
物
な
ど
、す
べ
て
を
年
男
が

行
う
の
を
慣
わ
し
と
す
る
家
も
あ

り
ま
し
た
。元
日
だ
け
で
な
く
三
が

日
の
朝
の
雑
煮
の
用
意
な
ど
、と
く

に
神
様
の
供
え
物
に
は
、女
衆
は
手

を
出
さ
な
い
と
い
う
家
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

若
水
を
汲
む
と
き
に
は
、オ
サ
ン

ゴ
（
米
）
を
井
戸
端
に
供
え
ま
し
た
。

「
福
汲
め　

宝
汲
め
」
何
と
か
、
と

い
う
よ
う
な
唱
え
ご
と
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
。元
日
の
朝
の
か
ま
ど
の

焚
き
つ
け
に
は
、豆
が
ら
や
菊
の
枯

れ
枝
を
用
い
る
慣
わ
し
も
み
ら
れ

ま
す
。
豆
が
ら
は「
ま
め
で
暮
ら
せ

る
よ
う
に
」「
ま
め
に
働
け
」
、
菊

は
「
い
い
事
き
く
よ
う
に
」
と
い
う

願
い
を
込
め
て
燃
す
も
の
で
し
た
。

「
ま
め
で
良
い
こ
と
菊
の
花
」と
唱

え
な
が
ら
、新
し
い
火
を
起
こ
す
人

も
い
ま
し
た
。こ
の
縁
起
の
よ
い
焚

き
も
の
を
、大
晦
日
に
す
る
家
も
あ

り
ま
す
。
な
お
、
多
く
の
家
で
は
、

大
晦
日
に
は 
茄
子 
が
ら
を
燃
や
し

な

す

た
も
の
で
し
た
。茄
子
が
ら
は
茄
子

の
木
を
こ
い
で
乾
か
し
た
も
の
で
、

「
借
金
な
す
（
返
す
）
の
木
」「
借

金
な
す
が
ら
」
な
ど
と
い
っ
て
、
そ

の
年
の
借
り
を
返
す
意
味
を
込
め

て
い
ま
し
た
。

　

三
が
日
、
と
く
に
元
日
の
朝
は
、

 
箒 
を
使
う
と
家
の
内
の
福
を
掃
き

ほ
う
き

出
す
こ
と
に
な
る
か
ら
と
、掃
除
を

禁
じ
て
い
ま
す
。
三
が
日
の
間
に
、

も
し
箒
を
使
う
と
き
に
は
、「
掃
き

込
め
、
掃
き
込
め
」
と
唱
え
な
が
ら
、

ま
ず
家
の
内
へ
と
箒
を
使
う
と
よ

い
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

三
が
日
に
雑
煮
を
食
べ
る
と
き

に
は
、ふ
だ
ん
の
箸
は
使
わ
な
い
と

い
う
家
例
（
家
の
し
き
た
り
）
も
あ

り
ま
す
。
年
の
暮
れ
に
、一
家
の
主

人
か
長
男
が
、家
族
と
神
様
の
箸
を

作
り
ま
し
た
。「
何
を
や
っ
て
も
勝

つ
よ
う
に
」
と
、
カ
ツ
の
木
の
枝
を

削
っ
て
作
っ
た
も
の
で
、カ
ツ
ノ
キ

バ
シ
と
よ
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。カ

ツ
の
木
は
、
カ
チ
ノ
キ
、
カ
ツ
ン
ボ
、

ヌ
ル
デ
と
も
よ
ば
れ
、樹
皮
を
む
く

と
白
く
て
柔
ら
か
い
、細
工
の
し
や

す
い
木
で
す
。家
族
各
人
用
の
も
の

で
な
く
、 菜
箸 
を
作
る
家
も
あ
り
ま

さ
い
ば
し

し
た
。
正
月
用
の
箸
は
、
三
が
日
、

松
の
内
の
七
日
間
、あ
る
い
は
十
五

日
ま
で
使
い
ま
す
。

　

オ
セ
チ
（
お
節
）
と
い
え
ば
、
オ

セ
チ
料
理
を
思
い
う
か
べ
ま
す
が
、

親
戚
な
ど
の
年
始
の
集
ま
り
、新
年

会
も
、
オ
セ
チ
と
よ
ん
で
い
ま
す
。

松
の
内
に
限
ら
ず
正
月
中
に
、本
家

に
集
ま
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、何

家
の
オ
セ
チ
は
何
日
と
決
ま
っ
て

い
る
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。ま

た
、イ
ッ
ケ
と
よ
ば
れ
る
親
戚
数
軒

が
、三
が
日
を
過
ぎ
て
一
週
間
く
ら

い
の
う
ち
に
、順
々
に
各
家
に
よ
び

あ
う
か
た
ち
の
オ
セ
チ
も
あ
り
ま

し
た
。「
テ
メ
エ
（
手
前
）
料
理
で

煮
し
め
、
な
ま
す
、
田
作
り
、
寄
せ

も
の
、き
ん
と
ん
。
そ
し
て
何
よ
り

の
ご
馳
走
の
そ
ば
（
う
ど
ん
）
を
食

い
」 、
酒
を
く
み
交
わ
し
て
楽
し
み

ま
し
た
。集
ま
る
の
は
一
軒
一
人
ず

つ
、
お
も
に
戸
主
が
出
か
け
ま
す
。

オ
セ
チ
の
宿
を
す
る
家
の
女
衆
は
、

そ
の
ご
馳
走
の
用
意
を
、前
の
晩
か

ら
、そ
れ
こ
そ
寝
ず
に
す
る
よ
う
で

し
た
。

　

十
五
日
の
小
正
月
は
女
の
正
月

と
も
い
わ
れ
、
そ
の
前
夜
は
「
十
四

日
年
越
し
」で
す
。
十
四
日
ま
た
は

十
二
、
三
日
ご
ろ
に
、
十
五
日
の

 
小
豆
粥 
を
煮
る
と
き
に
使
う
粥
か

あ
ず
き
が
ゆ

き
棒
と
よ
ぶ
太
い
箸
を
、ニ
ワ
ト
コ

の
枝
で
作
る
家
も
あ
り
ま
し
た
。こ

の
箸
の
先
を
四
つ
割
り
に
し
て
、ま

ゆ
玉
を
一
つ
は
さ
ん
で
粥
を
か
き

ま
わ
し
た
と
い
う
家
、
ま
た
、
粥
を

か
き
ま
わ
し
た
太
い
箸
の
米
粒
の

つ
き
か
た
で
、
そ
の
年
の 
作
柄 
を

さ
く
が
ら

占
っ
た
と
い
う
人
も
あ
り
ま
す
。

　

同
じ
ニ
ワ
ト
コ
や
ヌ
ル
デ
の
枝

で 
粟
穂
稗
穂 
（
ア
ワ
ボ
ヘ
ー
ボ
・
ア

あ
わ
ぼ
ひ
え
ぼ

ボ
ヘ
ボ
）も
こ
し
ら
え
ま
す
。
皮
を

む
い
た
も
の
を
粟
穂
、む
か
な
い
ほ

う
を
稗
穂
に
見
立
て
、数
本
を 
藁 
で
わ
ら

束
ね
て
神
棚
に
上
げ
た
り
、割
竹
の

先
に
さ
し
込
ん
で
ツ
ク
テ
（
堆
肥

場
）
に
立
て
た
り
し
て
、
豊
作
を
祈

願
し
ま
し
た
。十
三
日
か
十
四
日
は

ま
た
、蚕
の
良
い 
繭 
が
た
く
さ
ん
と

ま
ゆ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、ま
ゆ
玉
を
作

る
日
で
も
あ
り
ま
す
。

　
 
中　

島　

惠　

子

　
　
 
（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）


